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東京・関東を除く各県からの代表はオンラインで参加（写真・左）。準備会の呼びかけ人代表を務めてきた高田良徳・香川県議会議員があい

さつ（写真・中央）。吉田忠智参院議員が総会の議長を務めた（写真・右）

東京都内で２月２８日に開催された社会民主主義フォー

ラム第１回総会には、オンライン参加を含めて２２県・

４９名が出席。都合で４県の代表が欠席となりました。

総会の議長として、冒頭のあいさつに立った吉田忠智

参院議員は、昨年末に立憲民主党に入党して以降の国会

活動を振り返り、「（社民党時代と比べて）闘いのフィー

ルドが広く、情報量が圧倒的に違う」と指摘する一方、

議員個々のスタンスの幅も広いことから、社会民主主義

フォーラムに結集して、社民主義の政策や運動を展開す

ることが大切だと強調しました。

続いて、フォーラム準備会の呼びかけ人代表を務めて

きた高田良徳・香川県議会議員があいさつ。昨年の社民

党臨時大会で、立憲民主党への移行と社民党の存続とい

う２つの道を認め合ったことを踏まえ、「フォーラムは

社民党に残った皆さんとも一緒に活動できるようにした

い」とした上で、１９６４年に成田知己・社会党書記長

（当時）が指摘した社会党が克服すべき課題（成田三原

則＝日常活動の不足・議員党的体質・労組依存）は、依

然として、私たちが直面する大きな課題だと述べました。

次に「経過報告」「２０２１年活動計画」「規約改正」

「会費及び決算と予算」「役員体制」の各議案を提案。

事前に文書で質問・意見をもらい、準備会事務局から回

答を示していたため、当日の質疑では役員（運営委員）

に女性枠を設けるべきだとした意見だけにとどまり、こ

れを受け入れ、各議案を満場一致で採択しました。

その後、総会では、オンラインを含めて参加したすべ

ての都府県の代表者から、報告を受けました。

必要な手続きを経て、すでに立憲民主党への移行を完

了し、フォーラムを結成している県もあれば、これから

意向調査を本格化させる県も存在するなど、立憲民主党

への移行や県フォーラムの結成に向けたスピードは、一

律ではありません。

しかし、そのような違いを乗り越え、情報を共有しな

がら、フォーラムの組織づくりを進めていくことを確認

しました。

総会は、代表の1人に選出された高田良徳・県議会議員

の音頭で団結ガンバローを行い、閉会しました。

■顧問 又市征治（前社民党党首）

■代表 吉田忠智（参議院議員）

同 高田良徳（香川県議会議員）

■副代表 吉川 元（衆議院議員）

■事務局長 中川直人（事務局）

■事務局次長 荻野清隆（自治体政策研究会事務局長）

■会計監査 浅田保雄（東京）

■運営委員 田山英次（東日本・宮城）

羽田圭二（東京）

守永信幸（西日本・大分）

横田昌三（立憲民主党事務局）

※後日、副代表と運営委員に各１名、女性を選出します。

２０２１年役員体制

社会民主主義フォーラム

第１回総会（設立総会）を開催

活動計画・規約改正・役員体制案などを採択！
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１．立憲民主党への円滑な移行

（１）全国の情報を的確に把握

（２）立憲民主党本部との交渉・相談窓口として必要な

情報を提供

２．社会民主主義フォーラムの組織化

（１）県組織からの会員登録を３月１日から開始。県組

織以外からの個人単位での会員登録も進める

３．情報交換ならびに研究活動の環境整備

（１）立憲民主党の活動・フォーラム地方組織の活動を

集約し、会員に情報を提供

①メールでの情報提供を基本とし、「全国通信」の

定期的な発行をめざす

②インターネットで会員が情報交換できる環境整備

③季刊または月刊の情報交流誌の発刊の検討

（２）中央・地方をつなぐ研究体制の整備

①分野ごとの研究活動をネットワーク化

・自治体議員活動

・大衆運動（反基地・平和、脱原発など）

・理論研究（経済・財政、社会民主主義の理論等）

②「全国セミナー」の開催の検討

③必要な資料集などの発行

４．組織・団体などとの連携強化

（１）ＯＢ・Ｇの組織、自治体議員の組織化に向け、関

係者と協議

（２）労働組合、市民団体との関係強化

（３）「フォーラム・平和・人権・環境」（平和フォー

ラム）との定期的な協議の検討

５．選挙闘争

（１）国政選挙、地方選挙の如何にかかわらず、立憲民

主党の公認・推薦候補を始めとする野党の公認・

推薦候補が議席を獲得できるよう、先頭に立っ

て闘う

第1条 名称及び所在地

当組織は、社会民主主義フォーラム（以下、フォーラ

ム）と称する会員制の政治団体とする。主たる事務所を

東京都内に置く。

第2条 目的

当組織は、社会民主主義（以下、社民主義）の理念・

政策・運動を発展させることを主な目的とする

第3条 事業・活動

上記の目的を達するため、以下の活動を行う。

（１）日本における社民主義の理念・政策・運動などの

研究に関すること

（２）「フォーラム平和・人権・環境」（平和フォーラ

ム）や労働団体、市民団体などとの連携・協力に

関すること

（３）会員相互の意見・情報交換・交流の促進に関する

こと

（４）地方組織間の意見・情報交換・交流の促進に関す

ること

第4条 会員

以下の者を会員とする。

（１）第2条の目的に賛同し、入会を希望する者

（２）各県フォーラムなどの地方組織で入会を認める者

第5条 組織・団体との協力 略

第6条 役員 略

第7条 組織・運営 略

第8条 決議及び執行機関 略

第9条 経費 略

第10条 会計年度及び会計監査 略

※本来、結成総会で規約を制定するはずですが、昨年末

に政治団体届を行った際に暫定的な規約を提出したた

め、今回はその規約を改正する手続きを行いました。

２０２１年活動計画
（要旨）

改正規約
（要旨）
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